オプションの増設 


ストリーミンヴサーパに取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載していま 
す。 


注意事項(->262ページ) 


取り付け/取り外しの準備 (—265 ページ) 


取り付け/取り外しの手順 (—266 ページ) 


ストリーミングサーパにオプションを増設する際 
の注意事項について記載しています。作業を始め 
る前に必ずお読みください。 

オプションを取り付けることができる状態にする 
までの手順を示します。本装置の電源を必ず OFF 
にして、電源コードをコンセントがら抜いてくだ 
さい。 

さまざまなオプシヨンを取り付けを1つ1つ手順 
を追って説明します。 
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注意事項 

オプションを増設する際は次の点について注意してください。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け • 取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





AA 

A 迄 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 V 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 V ページ以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温注意 
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一般的な注意 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケープルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料となりま 
す。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないことを確認してください。特にネジなどの導 
電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部品がマザーボード 
上やケープル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因となります。 

• 装置内部の泠却効果について確認してください。内部に配線したケーブルが泠却用の穴 
をふさいでいないことを確認してください。冷却効果を失うと装置内部の温度の上昇に 
より誤動作を引き起こします。 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください（エン 
コードサーパは3章、デリパリサーパは4章を参照)。 

• オプションの取り付け • 取り外し後に「診断プロヴラム」を起動して構成情報を[最新の情 
報に更新]してください （257 ページに示す手順を参考に操作してください）。 


オプションの増設 
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静電気対策について 


ストリーミンヴサーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 
取り外しの際は静電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにして<ださい。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-力ーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行って<ださい。 

-取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 

部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


装置の確認 


複数のスト 1 J — ミングサーパを1つのラックに搭載している場合は、オプションの増設を 
しようとしている装置がどれであるかを見分けるために装置の前面および背面にある 「ID 
ランプ」で確認します。 

前面にある ID スイッチを押すと D ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯しま 
す。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作しているスト 1 J — ミン 
グサーパの電源やインタフエースケープルを取り外したりするおそれがあります。 ID スイッ 
チを使ってオプションの増設をするストリーミンクサーパを確認してから作業を始めてくだ 
さい。 


電源の OFF 


装置内部の部品に触れる場合は、必ず電源を OFF にして、電源コードのプラグをコンセント 
から取り外さなけれぱいけません。 

ただし、ディスクアレイを構成している内蔵ハードディスクの取り外しはホットスワップ(電 
源が ON の状態)で作業することができます。 

1. 0 S のシャットダウン処理を行う。 

2. POWER / SLEEP スイ'ソチを押して 
スト リー ミンク サーバの 電源を OFF 
(POWER/SLEEP ランプ消灯） にする。 

3. ストリーミングサーパの電源コードのプ 
ラグをコンセントから引き抜き、スト 
リーミングサーバに接続しているすべて 
のケープルを取り外す。 

以上で完了です。部品の取り付け取り外 
しにはプラスドライパとマイナスドライ 
パが必要です。用意して<ださい。 



オプションの増設 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 


八ードディスク 


ストリーミンクサーパの前面にあるハードディスクベイには、 SCA2 インタフェース 
(Ultra 160 SCSI) を持つハードディスウを取り付けるス□ットを7つ用意しています。 





NEC で指定していない八ードディスクを使用しないでください。サードパーティの 
八ードディスクなどを取り付けると、八ードディスクだけでなくストリーミングサーバ 
本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い求めください （2002 年 
11月現在)。 


N 8150-144(18.1 GB 、 
N 8150 -145(36.3 GB 、 
N 8150 -146(73.2 GB 、 
N 8150-147( 18.1 GB 、 
N 8150 -148(36.3 GB 、 


10,000 _、 Ultra 160) 
10,000 _、 Ultra 160) 
10,000 _、 Ultra 160) 
15,000 _、 Ultra 160) 
15,000 rpm、Ultra 160) 


ディスクアレイを構築する際は、 RAID レベルを RA 旧0、または RAID 1、 RAID 5, 
RAID 0+1 のいずれかに設定してください （ DS モデルに標準装備の八ードディスク 
(3 台）は出荷時に RAID 5 で構成されています)。 


ス□ツトには約 25.4mm(1 インチ)厚のハードデイスウを取り付けることができます。 SCSI 
ID は次のよラに固定で設定されています。 



ハードディスクペイの空きス□ットにはダミートレーが入っています。ダミートレーは装置 
内部の泠却効果を高めるためのものです。ハードディスクを搭載していないス□ットには 
ダミートレーを取り付けてください。 

^ 出荷形態によっては、空きスロットにはダミートレーではなくダミースポンジが取り付けら 
れている場合があります。この場合も、内部の冷却効果を高めるために空きスロットには 
必ずダミースポンジを取り付けてください。 
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購入時のデイスク構成について 


ハードディスクのコネクタは装置内部にある SCSI パックプレーン (BP) に接続されます。 

SCSI BP から、マザーボード上の SCSI コネクタ、またはライザーカードに搭載されたディ 

スウアレイコント□—ラに接続することで内蔵ハードディスクは、通常の SCSI ハードディ 

スクとして動作するか、 RAID ドライブ(アレイディスク）として動作します。 

DS モデルの場合: SCSI BP のコネクタは、出荷時の構成でインターナル PCI ポードス□ッ 
卜に搭載されているディスクアレイコントローラボード上の SCSI コネ 
クタに接続されており、ハードディスクペイに搭載されるハードディ 
スウはアレイディスク （RAID 5) として構成されます。 

GS モデルの場合: SCSI BP のコネウタは、出荷時の構成でマザーボード上の SCSI コネク 
夕に接続されおり、ハードディスクペイに搭載されるハードディスク 
は通常の SCSI ハードディスクとして動作します。 

これらのハードディスクをアレイディスクとして使用する場合は、 
別売のディスクアレイコント□ーラを増設し、マザーポード上のコネ 
クタからディスクアレイコント□—ラのコネクタにケーブルをつなぎ 
かえます。 


取り付け 

次に示す手順でハードディスクを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同様の 
手順で行えます。 

■: ハードディスクは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うことができ 

ITvT ] ます。 


I M -0 ディスクアレイを構成してしヽる場合は、同じパックを構成するバードディスクの回転数や容 
| 量などの仕様が同じものを使用してください。 


1. 265ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントぺゼルの 
ロックを解除して、フロントぺゼルを取 
り外す。 


オプションの増設 












3. ハードディスクを取り付けるスロットを 
確認する。 

スロットはストリーミングサーパに標準 
で7つあります。 SCSI ID 番号の小さい順 
に取り付けてください 。 SCSI ID は 
ス□ットの位置で決まっています。 

4. ダミートレーのレバーを押してロックを 
解除する。 

5. ダミートレーのハンドルを引っ張る。 





7. ハードディスクのロックを解除する。 
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9. ハンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


ハンドルとトレーに指を挟まないよう 
に注意してください。 


I チェック I 

押し込むときにハンドルのフックが 
フレームに 引っかかっていることを 
確認してください。 

10. <ディスクアレイを構築している場合> 

ストリーミングサーパの電源を〇 N にして、 
してディスクアレイを構築する。 



RAID コンフイグレーシヨンユーテイリテイを起動 


RAID コンフィグレーションユーティリティは、搭載しているディスクアレイコント□—ラのタイ 
プによって異なります。 DS モデルまたは Mylex ディスクアレイコントローラの場合は 、 「RAID 
EzAssist 」 を起動してセットアップをします。本書の*章の説明、またはオンラインドキュメント 
を参照してください。 

AMI ディスクアレイコントローラの場合は、 「 MegaRAID 」 を起動してセットアップをします。 
ボードに添付の説明書を参照してください。 

すでにディスクアレイを構築している装置にハードディスクを追加した場合は、 Windows ベース 
の保守 • 管理アプリケーションを使ってセットアップすることもできます。 DS モデルまたは 
Mylex ディスクアレイコント□—ラの場合は 、 「Global Array Manager 」、 AMI ディスクアレイ 
コントローラの場合は 、 「Power Console Plus 」 を使用します。それぞれの詳しい説明について 
は、ボードに添付の説明書、または EXPRESSBUILDER CD - ROM にあるオンラインドキュメン 
卜を参照してください。 


Global Array Manager ( GAM ) の運用中にハードディスクを追加する場合、ハードディ 
スクを取り付け後、90秒ほど時間を空けてから 「Scan Device 」 キーをクリックしてくだ 
さい。なお、 Expand Array を実行後、 「Scan Device 」 キーをクリックすると追加した 
ディスクが正しく表示されます。 

RA 旧1で動作しているストリーミングサーバに Expand Array 機能を使って、ハードディ 
スクを追加すると、自動的に RA 旧0+1に切り替わります(ただし、ユーティリティなどを 
使って直接 RA 旧0+1に設定することはできません）。 


オプションの増設 
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11. 手順 2 で 取り外したフロントぺゼルを フレーム 



取り外し 

次の手順でハードディスウを取り外します。 



ぼェック| 


八ードディスクが故障したためにディスクを取り外 
す場合は、ハードディスクの DISK ランプがアンパー 
色に点灯しているス□ットをあらかじめ確認して 
ください。 



DISK ランプ 


1 . 265ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントべゼルの 
ロックを解除して、フロントべゼルを 
取り外す。 

3. レパーを押してロックを解除し、ハンド 
ルを倒す。 

4. ハンドルとハードディスクをしっかりと 
持って手前に引き出す。 

5. ハードディスクを取り外したままスト 
リーミングサーバを使用する場合は、 
空いているスロツトにダミートレーを 
取り付ける。 



6. 手順2で取り外したフロントべゼルを 
取り付ける。 
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ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクの交換後、交換した新しいディスクに 
交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのできる 
才ートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID1、 または RAID5、RAIDO+ 1に設定されているディスク 
アレイで有効です。 

才ートリビルドは、故障したハードディスウをホットスワップ(電源 ON の状態でのディスク 
の交換)するだけで自動的に行われます。才ートリビルドを行っている間、ハードディスク 
にある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていること 
を 7K します。 

H-O • オートリビルドに失敗すると、八ードディスクにある DISK ランプがアンパー色に点灯 
します。もう一度ディスクの取り外し/取り付けを行ってオートリビルドを実行して 
ください。 

參ディスクアレイ監視ユーティリティをインストールしている場合は次のような表示や 
動作をすることがありますが、オートリビルド終了後、オートリビルドを行ったパード 
ディスクの DISK ランプがアンパー色に点灯していなければ、才ートリビルドは正常に 
行われています。 

—才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示される。 

ーオートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をする。 

オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を OFF に 
しないでください。 

• ハードディスクの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってください。 

• 他にリビルド中のハードディスウがある場合は、ディスクの交換を行わないでください 
(リビルド中はハードディスクにある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯して 
います）。 


オプションの増設 
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ストリーミングサーバ〜ラックか5の引き出し〜 


ハードディスクと電源ユニットを除く部品の取り付け/取り外しの作業はストリーミンク 
サーパをラックから引き出した状態で行います。 



A 注意 


AG 

A 威 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温注意 

籲ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 265ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティロックを解除してフロント 
ぺゼルを取り外す。 



3. 前面のセ'ソトスクリュー2本をゆるめ ハンドル 



ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレパーを押して、ラッチされた状態 
を解除してください。このときに指を狭んだりしないよう十分に注意してください。 
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トップカバー 


内蔵デバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを 
取り外します。 


取り外し 

1. 265ページを参照して準備をする。 

2. ストリーミングサーバをラックから引き 
出す (272 ページ参照)。 

3. 背面のネジ1本を緩める。 

4. 卜 、ソプカバーを 装置後方へ少しスライド 
させた後、持ち上げて本体が6取り 
外す。 


取り付け 

トツプカパーを取り付けるときは、トツプカバーの装置前面側にあるタブが本体フレームに 
少しだけ差し込まれる程度に差し込んだ後、カパーを装置上に置き、装置前面に向けてスラ 
イドさせます。 

装置の上に置いたときに側面にあるフツクが本体フレームにある穴に確実に差し込まれてい 
ることを確認してください。 

スライドさせた後は、ネジで確実に固定します。 


タブ 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module) は、ストリーミングサーバマザーボード上の DIMM 
ソケットに取り付けます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが6個あります。 

I メモリは最大 6 GB (1 GBX 6 枚）まで増設できます(標準装備の DIMM も交換が必要)。出荷時 

には、 DIMM #1 と2に 256 MB (合計 512 MB ) の DIMM を搭載しています。 

11-0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 

BE 1 静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を 

素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する 
説明は264ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体が故障するおそれがあります。また、これ 
らの製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号の小さい順に2枚単位で増設します。 



マザーポード 


M -〇 インタリーブ装置であるため、 BANK 単位’ 1 に2枚の DIMM を増設してください。1つの 
BANK 内に異なる仕様での DIMM を実装すると正常に動作しません。 

BANK 単位とはイラストで示す#1と# 2 (DIMM group # l )、 #3と# 4 (DIMM 
g 「 oup #2)、 #5と# 6 (DIMM group #3) でそれぞれ1単位です(記号はマザーポード上 
にも印刷されています)。 

* 2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容で表示されています。 

(例）100 MHz . Bufferred • 256 MB . □ウアドレス12ビット-カラムアドレス 
10ビット • Single side の場合 


100 / B / 256 / R 12 CIO S 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

p-O 本装置では、 Low - profile (ロープ□ファイル： DIMM ポードの高さが 30 mm (1.2 インチ) 

以下)タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外(それ以上高い) DIMM はサボー 
卜していません。 

1. 265ページを参照して準備をする。 

2. サーパをラックがら引き出す(272ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す(273ページ参照)。 

4. D 旧 M を取り付けるソケットに取り付け 
られている DIMM カバーを取り外す。 

ソケット両側のレパーを広げると、 

カパーがソケットから外れます。 


I 取り外した DIMM カバーは、大切に 
保管しておいてください。 

5. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む。 

DIMM の向きに注意してください。 

DIMM の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれる 
とレ パーが 自動的に閉じます。 レバーを 
さらに内側に押して完全に閉じてくださ 
い0 

6. 手順1〜3で取り外した部品を取り付け 
る。 

7. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については226ページを参照してください。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する （ 156ページ参照)。 

9.「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

A - ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは155ページをご覧ください。 

10. Windows 2000のべージングファイルサイズの設定を推奨値以上(搭載メモリ x 1.5) に設定する。 




オプションの増設 
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取り外し 


次の手順に従って DIMM を取り外します。 

p-O • 故障した DIMM を取り外す場合は， POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 
確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して<ださい。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないとストリーミンクサーバは動作しません。 

1. 265ページを参照して準備をする。 

2. サーバをラックから引き出す (272 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す (273 ぺージ参照)。 



4. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左右にひろげる。 


ロックが解除され DIMM を取り外せま 
す0 



6. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

7. ストリーミングサーパの電源を〇 N にして 
POST でエラーメッセージが表示されて 
いないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、 

メッセージをメモした後、226ページの 
エラーメッセージー覧を参照してくださ 
い0 

8. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory ConfigurationJ—TMemory Retest 」 を 「 Yes 」 に設定 
し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする （156 ぺージ参照)。 

「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは155ページをご覧ください。 
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プロセッサ ( CPU ) 


標準装備の CPU (Intel Xeon Process 〇「）に加えて、もう 1 つ CPU を増設し、マルチプ□セツ 
サシステムで運用することができます。 

n-O • cpu は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、 cpu の端子部分や部品を 
素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する 
説明は264ページで詳しく説明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• NEC で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU などを 
取り付けると、 CPU だけでなくサーバ本体が故障するおそれがあります。また、これ 
らの製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


オプションの CPU の中には異な 
るレビジョンのものが含まれて 
いる場合があります。異なる 
レビジョンの CPU を混在して取 
り付けた場合 、 Windows 2000で 
はイベントビューアのシステム 
ログに以下のようなログが表示 
されますが、動作には問題あり 
ません。 




オプションの増設 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。取り付け後の確認をするために装置に添付の 
CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 を使用します。あらかじめ用意しておいてください。 


1. 265ページを参照して準備をする。 

2. サーパをラックから引き出す (272 ぺージ参照) 

3. トップカバーを取り外す (273 ぺージ参照)。 

4. CPU ダクトを取り外す。 



5. ソケット上に貼りつけられているカバー、およびダミースポンジを外す。 



|取り外したダミースポンジは、大切に保管しておいてください。 


6. ソケットにあるレバーを持ち上げる。 

p-OB^ 

レバーは120度以上に開きます。レ 
バーが止まるまで完全に開いてくださ 
し、。中途半端に開いた状態で CPU を取 
り付けると接触不良による CPU の破損 
の原因となります。 





















7. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 


I チェック I 


CPU の向きに注意してください。 CPU 
とソヶットは誤挿入を防止するために 
ピン マークで 向きを確認することがで 
きるようになっています。 CPU とソ 
ケットにあるピン マークを 見て取り付 
ける向きを確認し、正しく取り付けて 
ください。 



8. CPU を軽くソケットに押しつけてから 
レパーを倒して固定する。 




オプションの増設 
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11. ネジとドライパでヒートシンククリップ 
を仮止めする。 

完全にネジを締めるのはこの後の手順で 
行います。 

12. 同様の手順で匕一トシンククリップを 
使ってヒートシンクの反対側を固定(仮止 
め)する。 

13. ヒートシンクが水平に取り付けられてい 
ることを確認する。 

Iチェック| 

• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してから、もう一度取り付け直し 
てください。水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

-ヒートシンクが正しい取り付け位置にない。 

-匕一トシンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

14. ヒートシンククリップを固定しているネジを確実に締める。 

1チェックI 

ヒートシンクが動かないよう注意しながら固定してください。 

15. 取り外した部品を取り付ける。 

1チェックI 

CPU ダクトを取り付けるときは、ダク 
卜にあるタブが装置のフレームの穴に 
確実に差し込まれていることを確認し 
てください。 CPU ダクトは CPU の泠却 
効果を高めるためのものです。正しく 
取り付けられていないと、 CPU が冷却 
されず熱による誤動作や CPU の故障の 
原因となります。 
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16. ストリーミングサーバの電源を ON にして、ストリーミングサーバの起動中に表示される POST の 
画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については226ページを参照してください。 

17. SETUP ユーティリティを起動して 「Main」一「Processor Settings」 で BIOS から取り付けた CPU が 
認識されていることを確認する。 

18. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする0 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは155ページをご覧ください。 

19.1 CPU 構成のストリーミングサーパに CPU を増設し、2つ以上の CPU で運用する場合は、デパイ 
スマネージャの「コンピュータ」のドライパを 「ACPI マルチプロセッサ PC」 に変更し、その後、 
システムのアップデート （55 ページ)を行う。 


取り外し 

取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

M-O 參 CPU の故障以外で取り外さないでください。 

* cpu を取り付けていないス□ットにはダミースポンジを取り付けてください。装置 
内部の冷却効果とソケットへの防塵効果を高めるためです。 

• 故障した CPU を交換する場合は、 CPU に添付のヒートシンクを使用してください。 
装置に取り付けられていたヒートシンクをそのまま使わないでください。 

參故障した CPU を交換した場合は、取り付け後に SETUP ユーティリティを起動して 
「 Main 」一 「Processor Settings 」 で BIOS から取り付けた CPU が認識されていること 
を確認後、 「 Main 」 メニューの 「Processor Settings 」 一 「Processor Retest 」 を 
「 Enabled 」 にして、 CPU のエラー情報をクリアしてください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクのそこにあるクールシートが CPU に粘着している場 
合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクが 
CPU から離れたことを確認してから行ってください。 CPU に粘着したままヒートシン 
クを取り外すと CPU やソケットを破損するおそれがあります。 


オプションの増設 
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PCI ポー 


ストリーミングサーバには、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード (2 枚)」を 
マザーボード上に搭載しています。ライザーカードには合計で5枚の PCI ボードを取り付ける 
ことができます。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイル 
デバイス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 

買"〇 • PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属 
EEI フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから PCI ポードを取り扱ってくださ 

し、。また、 PCI ポードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI 
ポードおよびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関す 
る説明は264ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項があります。285ページ 
を参照して取り付けられるポードの組み合わせを確認してください。 

■ I ： PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。ボードに 

\ TW ] 添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設定 
は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使います。詳しくは、144ページを参照 
してください。 



PCI スロット #4 

64-bit, 100 MHz' 3.3V 、 PCI-X 0 

シヨートサイズの PCI ボードのみ搭載可能。 






色 




1111111111111 Rjlllipillllllllllllllllllllllll! 


ライザーカード A 
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PCI スロット PCI #2(64- bit 、 


PCI スロット PCI #3(64- bit 、 100 MHz 、3.3 V 、 PCI - X 。 
ロングサイズの PCI ボードを搭載可能。ただし、イン 
夕ーナル PCI ボードス□ットにボードを搭載している場 
合は、シヨートサイズの PCI ボードのみ搭載可能。） 


インターナル PCI ボードス□ット 

(32- bit 、33 MHz 、5 V、PCU DS 

モデルでは、 Mylex ディスクアレ 
イコントローラを標準装備。） 



注意事項 


取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる pci ボードのタイプが異なります。ポードの仕様を 
確認してから取り付けてください。 

• 本装置の起動時の PCI パスス□ットのサーチ順位は次のとおりです。 

インターナル PCI ポー ドスロッ ト —PCI スロッ ト #1—PCU □ッ ト #4—PCU □ッ ト#2— 

PCU □ット#3 

システムディスクを接続している SCSI コントローラ（ディスクアレイコントローラを 
含む）は、他の SCSI コント□—ラよりも先にサーチされるよう接続するス□ットを決め 
てください。サーチ順位が後になるとシステムを起動できなくなります。 

• プートしなし >LAN デパイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「Disabled」 に設定してください。 

• PCI スロット#1に LAN デパイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜く 
ときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライパなどを 
使用してツメを押して抜いてください。その際に、マイナスドライパなどが LAN ポート 
やその他のポートを破損しないよう十分に注意してください。 

• PCI スロット#2と#3のうち、いずれかのスロットに 33MHz もしくは 66MHz でしが動作 
しないオプションを取り付けた場合、もう一方のス□ットに取り付けたオプションポー 
ドも 33MHz もしくは 66MHz でしが動作できなくなります。 

• 装置内部に N 8103 -52/53A と N 8103 -64 を同時に取り付けることはできません(N8103- 
52と N 8103 -53A は同時に取り付けることができます）。 


オプションの増設 
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サポートオプション 


本装置がサボートしているポードと搭載可能なス□ットは以下のとおりです。 


型 名 

製品 名 

スロット 

インターナル 
PCI* 1 

PCI#1 

PCI#2 

PCI#3 

PCI#4 

N 8006 -05 

ビデオキャブチャボード 

- 

〇 

— 

- 

- 

N8006-06 

エンコード ツール キット* 2 

— 

〇 

— 

— 

- 

N 8006 -04 

サウンドボード B* 2 

〇 

〇 

— 

- 

- 

N 8103 -65 

SCSI コント□ー ラ* 3 ’* 4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 103-52 

ディスクアレイコントローラ* 3 ，* 5 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

N 8103 -53A 

ディスクアレイコント□—ラ* 3 ，* 5 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N8 103-64 

ディスクアレイコントローラ (A)* 3 ，* 5 . 木 6 

— 

— 

〇 

〇 

- 

N8 104-80 

100BASE-TX 接続ボード* 3 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -84 

1000BASE-SX 接続ボード* 3 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 104-85 

100BASE-TX 接続ボード* 3 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 104-86 

100BASE-TX 接続ボード* 3 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 104- 103 

1〇〇 0BASE-T 接続ボード* 3 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 190- 100 

Fibre Channel コント □— ラ* 3 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 190- 105 

Fibre Channel コント□—ラ* 3 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 DS モデル (N8100-798) では Mylex ディスクアレイコントローラを標準搭載。 

*2 最大1枚まで搭載可能。 

*3 0S ブートを行う力ード以外は巳 IOS の OptionROM 設定を Disable に設定してください。 

*4 0S プートをサポートしていません。 

*5 N8103-52/53A を搭載している装置に N8103-64 を搭載することはできません。また、その逆も 
できません。 

*6 DS モデルには搭載不可。 
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搭載可能な PCI ポードについて 

各ス□ットに搭載できる pci ボードの制限事項について説明します。 

• ライザーカード A 



スロット番号 

実装制限 

スロット#4 

シヨートサイズ(長さ 188mm 以下)の PCI ボードのみ搭載可能。 


ライザーカード B ( DS モデルおよびインターナル PCI ポードスロットに PCI ボードを搭顏 
する場合） 


1 88mm 以下 


1 88mm 以下 







® 




188mm 以下 


11111111111 iiiiiniiiiiiiiiiiiiiiiniiiiiiiiiiin 


口 一 ® 


スロット番号 

実装制限 

スロット#1 

シヨートサイズ(長さ 188mm 以下)の PCI ボードのみ搭載可能。 

スロット#2 

ロングサイズの PCI ボードを搭載可能。 

スロット#3 

シヨートサイズ(長さ 188mm 以下)の PCI ボードのみ搭載可能。 

インターナル PCI 

ボー ドス□ット 

シヨートサイズ(長さ 188mm 以下)の PCI ボードのみ搭載可能。 

ただし、外部からインタフェースケープルを接続することはできま 
せん。 
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• ライザーカード B ( GS モデルでロングサイズの PCI ポードを2枚搭載する場合) 



ス□ット番号 

実装制限 

スロット#1 

シヨートサイズ(長さ 188 mm 以下)の PCI ボードのみ搭載可能。 

スロット#2 

ロングサイズの PCI ボードを搭載可能。 

スロット#3 

ロングサイズの PCI ボードを搭載可能。 

インターナル PCI 

ボードス□ット 

搭載不可。 


取り付け 


次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取り付けます。 

M-O • それぞれのライザーカードがサポートするポードを確認して<ださい。 

• PCI ポードを取り付けるときは、ポードの接続部の形状とライザーカードにあるコネク 
夕の形状が合っていることを確認して < ださい。 

1. 265ページを参照して準備をする。 

2 . サーバをラックから引き出す (272 ページ参照）。 

3 . トップカパーを取り外す (273 ページ参照)。 
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4. ライザーカード B を固定しているネジ 1 本を取り外す。<ライザーカード B の場合のみ> 


5. ライザーカードをまっすぐ持ち上げて装置から取り外す。 




6. ネジ1本を外して増設スロットカバーを取り外す。 

I チェック I 

取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてください。 
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7. ス □ッ トに差し込まれているダストカバーを取り外す。 



|取り外したダストカパーは大切に保管しておいてください。 

8. ライザーカードに PCI ボードを取り付け、手順6で外したネジで固定する。 

ライザーカードのス□ット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し込みます。 



ライザーカード A 



ライザーカード B のインターナル ライザーカード巳の PCI 

PGI スロット スロット# 1 〜 3 


irOi^ 

• ライザーカードや pci ポードの端子部分には触れないでください。汚れや油が付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直して 
ください。ポードに過度の力を加えると PCI ポードやライザーカードを破損するおそれが 
ありますので注意してください。 


I チェック I 

• PCI ボードプラケットの先端がライザーカードの固定ス□ットに差し込まれていることを 
確認してください。 

• ロングサイズの PCI ボードの場合、 PCI ボードプラケットと反対側に取り付けられたリテー 
ナがライザーカードのガイドレールに差し込まれていることを確認してください。 

9. ライザーカ_ドをマザ_ボ_ドのス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマザーボード上のス□ット部分を合わせて、確実に差し込みます。 

I チェック I 

• 差し込む際にライザーカードのフレーム部にある、筐体と固定するためのツメが筐体背面の 
穴に正し<勘合していることを確認して<ださい。差し込んだ後、ライザーカードの端子 
部分が完全に見えなくなるまで指で押して確実に接続させます。 

参システム内部のケープルがライザーカードに挟まれていないことを確認してください。 

10. 差し込んだ後、指で押して確実に接続させる。 


288 
























11. 取り外した部品を取り付ける。 



12. ストリーミンクサーパの電源を〇 N にして POST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については226ページを参照してください。 

1 3. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは155ページをご覧ください。 

14. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーションユーティリティを起動してボード 
のセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しくはボードに 
添付の説明書を参照してください。 
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取り外し 

ポードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 
「 Yes 」 にしてください （ 155ページ参照)。 
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イスクアレイコントローラポー 


「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された 
PCI ボードです。 

このボードを取り付けると、ストリーミングサーバ内蔵のハードディスクやオプシヨンの 
ディスク増設ユニットに搭載したハードディスクを「ディスクアレイ構成」で使用することが 
できます。 

ptO • ディスクアレイコント□—ラポードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属 
mm フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからディスクアレイコント□ーラ 

ポードを取り扱ってください。また、ディスクアレイコントローラポードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、ディスクアレイコント□ーラポードを直接、机の上に置いたり 
しないでください。静電気に関する説明は264ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを 
初期化します。ディスクアレイとして使用するハードディスクに大切なデータがある 
場合は、バックアップを別のハードディスクにとってからポードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上の八ードディスクが必要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクはパックごとに同じ容量•性能(デイス 
ク回転数など）を持ったものにしてください。 


ゾ ディスクアレイコントローラボードを取り付ける場合は、 SETUP の 「 Advanced 」 メニュー 

^の 「PCI Configuration 」一 「Internal PCI Slot または 、 PCI Slot xx ( xx は PCI ス□ット番号)」 
-「Option ROM 」 のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることを確認してください。 

■ I ； RAID 1 または RAID 5、 RAID 0+1 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上 
するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる 
容量が小さくなります。 


取り付け 

ディスクアレイコント□—ラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 

n-O • 搭載する pci ポードにより、接続できるライザーカードとその pcu □ットが異なりま 
す。搭載可能な PCI スロットについては、285ページと286ページで詳しく説明して 
います。 

• GS モデルに N 8103 -64 ディスクアレイコント□ーラと、 N 81 03-52 ディスクアレイ 
コントローラ、または N 8103 -53 A ディスクアレイコントローラとを混在して搭載す 
ることはできません。 

• DS モデルに N 8103 -64 ディスクアレイコント□ーラを搭載することはできません。 

• N 8103 -53 A ディスクアレイコントローラまたは N 8103 -64 ディスクアレイコント 
ローラで内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合には、ライザーカード 
をマザーポードに接続する前に SCSI ケーブルを接続します。 
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M -〇 • 本装置の起動時の PC リ （ スス□ットのサーチ順位は次のとおりです。 

インターナル PCI—PCI #1 —PCI #4 —PCI #2 —PCI #3 

システムディスクを接続している SCSI コントローラ（ディスクアレイコント□—ラを 
含む)は、他の SCSI コント□—ラよりも先にサーチされるよう接続するスロットを決め 
てください。サーチ順位が後になるとシステムを起動できなくなります。 

• ディスクアレイコントローラを接続される場合、 BIOS の SETUP Menu の Boot 4 
Hard Disk Drives における優先順位を 8 番目以内に設定してくださしヽ。設定が 
9番目以降となつている場合、ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーション 
メニューを起動する事ができません。 


取り外し 

ポードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


GS モデルで内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成 
にする場合 

GS モデルでディスクアレイコントローラポードを取り付けて、内蔵のハードディスクを 
ディスクアレイ構成にする場合は、マザーポード上の SCSI ケーブルの接続を切り替える 
必要があります。 

出荷時の内蔵ハードディスクのインタフェースは、マザーボード上の SCSI コネクタに接続 
されています。 
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參 SCSI ケーブルのフォーミング 


接続に使用する SCSI ケーブルは、マザーボードに接続されている SCSI ケーブルを使用 
します。ただし、ケーブルのフォーミンクが必要です。次に出荷時の状態とディスク 
アレイコント□ーラボードに接続する場合のケーブルのフォーミンク'図を示します(実線 
が谷折り、破線が山折りを示しています)。 


^ コネクタに付いているタブに図の 

804-062693 

f^l ようなフぺルが貼り付けられてい 

-565-0 

る方をディスクアレイボード側に 

XXXX 

接続してください。 



マザーボード上 
の SCSI コネクタ 


ディスクアレイ 
コント□— ラボー ド 
のコネクタへ 


GS モデルの出荷時のケープルフォーミング 




内蔵 SCSI ハードデ イス 
ク接続用の SCSI パック 
プレーンのコネクタへ 


内蔵 SCSI ハードデ イス 
ク接続用の SCSI パック 
プレーンのコネクタへ 


この部分で長さを調節する 

DS モデルの出荷時およびインターナル PCI ボードス□ットに取り付けたディスクアレイ 
コント□—ラボードと接続する時のケープルフオーミング 


ディスクアレイ 
コント □— ラボード 
のコネクタへ 



/ 

/ 

/ 

/ 

/ 


\ '、、、 


U 


内蔵 SCSI ハードデ イス 
ク接続用の SCSI パック 
プレーンのコネクタへ 


この部分で長さを調節する 

スロット#2、#3に取り付けたディスクアレイコント□—ラボードと接続する時の 
ケープルフォーミング 


SCSI ケーブルの接続 

GS モデルで内蔵のハードディスクをディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上 
の SCSI コネクタからケープルを外し、ディスクアレイコントローラボードのコネクタに 
接続してください。 


nrO • N 8103 -53 A ディスクアレイ コン ト□-ラまたは N 8103 -64 ディスクアレイ 
匿 p 雪 コン ト□ーラで内蔵のハードディスクをディスクアレイ構成にする場合には、 

ライザーカードをマザーボードに接続する前に SCSI ケーブルを接続します。 

• ディスクアレイコント□ーラポードによっては複数のチャネル（コネクタ）を持って 
いるものもあります。また、コネクタは内部接続用と外付け用が用意されている場合 
もありますが、ポードの内部接続上、排他的な仕様になっていることがあります。 
内部と外付けでの接続が異なるコネクタ(チャネル)であることを確認してください。 
コネクタとチャネルについては、ポードに添付の説明書を参照してください。 
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3.5 インチデバイスベイ 


オプションのデパイス増設機構を使用して、内蔵の 3.5 インチデパイスを本体にプラグイン 
で接続することができます。 

デパイス増設機構への 3.5 インチデパイスの取り付け方法、 SCSI ケープル接続方法および、 
本体への接続方法については、デパイス増設機構に添付の説明書を参照してください。 

■ I ； 3.5 インチデバイスベイを使用する場合は、別途オプションの SCSI コントローラが必要とな 
I ヒン ]T| ります。（内蔵のハードディスクをディスクアレイ構成し、本体内蔵の SCSI コネクタを 3. 5 
- インチデバイスベイ用に使用する場合をのぞく） 

^ 3.5 インチデパイスベイに SCSI デパイスを増設した場合は、必要に応じて5章の 「SCSI 

巳 IOS 」 を参照して適切な値に設定し直してください。詳細についてはデパイスに添付の説明 
書を参照してください。 
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